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次期ネットワークで実現したいこと
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• 回線帯域の十分な確保

• アクセス環境の改善

• モバイル基盤の強化

• VPN等のサービスの強化

• セキュリティ強化

モバイル基盤の強化

商用
クラウド

HPCI,mdx等
学術リソース

VPN網

• 国際接続環境の強化

• 遠隔授業IT基盤の強化

• GIGAスクール構想支援

• Society 5.0実現に向けた貢献

VPN等のサービス強化

商用クラウド

海外学術網

大規模
実験設備

大学/研究所 小中高大学/研究所

アクセス環境
の改善

国際接続の強化

GIGAスクール
構想支援

遠隔授業IT基盤の強化

セキュリティー強化

回線帯域の
十分な確保

回線帯域の十分な確保

共同研究企業／産官学連携

Society5.0実現
に向けた貢献

Bell2本格稼働
LHCの設備更改

ITERの始動
zoom Webex/Teams

インターネット

（国外）
大規模
実験設備
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① 世界最高水準の400Gbps技術導入
によるネットワークの経済的高速化

次期ネットワークの方向性
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ネットワークの今後の方向性

② SINET接続点の拡大などによる
SINETアクセス環境の向上

③ 5G技術導入による広域高速データ
収集環境の整備

④ エッジ/NFV技術導入によるより細
やかなサービスの拡充

⑤ 国際回線の帯域増強と対地拡大によ
る国際連携強化

実現したいこと

• 回線帯域の十分な確保

• アクセス環境の改善

• モバイル基盤の強化

• VPN等のサービスの強化

• セキュリティ強化

• 国際接続環境の強化

• 遠隔授業IT基盤の強化

• GIGAスクール構想支援

• Society 5.0実現に向けた貢献

注）GIGAスクール構想支援は別途考慮要
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ネットワークの発展イメージ（予定）

• 次期ネットワークでは、①400Gbpsの全国展開、②SINET接続点の拡大、③超高速モバイル
と有線の融合、④エッジ機能配備とサービス拡大、⑤国際回線の増強等を目指します

• 同時に、オープンサイエンス実現のための研究データ基盤の本格展開を目指します

3

SINET5（2016～2021年度） 次期ネットワーク（2022～2027年度）

• 全国400Gbps化 ＋ SINET拡張DC

• 5G モバイルSINET ＋ ローカル5G

• NFVとルータによる柔軟なサービス

• 国際回線の帯域強化と対地拡大

• 全国100Gbps（東阪は400Gbps）

• 4G モバイルSINET

• ルータによるVPNサービス

• 国際回線の全100Gbps化

欧州・アフリカ

４G モバイルSINET 

：SINET DC

：400Gbps国内回線

：100Gbps国内回線

：100Gbps国際回線

欧州

アジア

米国

：拡張 DC（予定）

：SINET DC

：400Gbps国内回線

：100Gbps国内回線

：100Gbps国際回線

ローカル5G

5G モバイルSINET

アジア・オセアニア

米国・南米

学術認証基盤 クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

研究データ基盤

コンテンツ基盤

ネットワークサービス基盤

高度認証基盤

セキュアクラウド基盤

研究データ基盤

図はイメージ
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①世界最高水準の400GbpsネットワークSINET
②SINETアクセス環境の向上ー接続点の拡大
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：現行SINET DC

：拡張DC（予定）

：400Gbps国内回線

：100Gbps国内回線

• 想定所要回線帯域、技術動向等を考慮し、次期ネットワークでは全国を400Gbps（沖縄は
当面100Gbps×2）で整備。その後、トラフィック状況により適宜増強

• アクセス環境の向上を目指し、現在の拠点に加え新たに19拠点を開設を目指す

＊ 技術的な制約により当面100Gbps×2

：100Gbps

：200Gbps

：400Gbps

：600Gbps

：800Gbps

：超800Gbps

想定所要回線帯域（2027年度末）



© 2020 National Institute of Informatics

2022

IXIX IX IXIXIXIXIX

SINET5

②アクセス環境の向上 － IT基盤強化

• 遠隔会議などの大学教育に欠かせないクラウド型サービスを提供するIT基盤との接続性を向上させるため
、適切なサイトにGWルータを設置し接続帯域を増強

• IX接続帯域を現在の合計500Gbpsから1Tbps以上に増強

• SINET直結クラウドへの誘導も強化
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GWルータ
（大阪）

GWルータ
（東京）

ISP
ISP

ISP
ISP

現状

• 2種類のIX経由でISPやクラウドサービスとの
接続性を強化

• SINET直結クラウドへの誘導

教育系IT基盤との接続性強化

IXIX

次期ネットワーク

GWルータ
（大阪）

GWルータ
（東京）

ISP
ISP

ISP
ISP

• 遠隔会議等の教育向けクラウドサービスとの
接続性を考慮し、IX数を増やし帯域も増強

• SINET直結クラウドへの誘導も強化

IX IX

遠隔会議 教育系クラウド

500Gbps 1Tbps以上

クラウドサービス

直結クラウド
直結クラウド

直結クラウド
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自然保護地域
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③5G技術導入によるモバイル基盤の拡充

• 現在のモバイルSINETを5G対応に拡張（4Gも継続提供）

• 適用領域の拡大（大学等を介したインターネット接続）に関しては引き続き検討

• 大学等が構築するローカル5G網と連携し、SINET側に対応機能を実装

• ローカル5Gの性能を最大限に引き出し、超高速のエンドツーエンドモバイル通信を実
現

5G モバイルSINET
（専用仮想網）

アクセス回線

商用クラウド
ﾃﾞｰﾀ活用社会創成
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（mdx)

大学等リソース

SINET エッジ

５Gスイッチ

ユーザ管理

大学A
ローカル5G網

広範囲エリア

モバイルによる面的
拡張で、研究活動領
域拡大を支援

地域コミュニティ

遠隔地

海上

VPN網

SINET結合
VPN設定機能

L2VPN
L2VPN

• スポットエリアからの安定した超高速
モバイル通信を実現

L2VPN次期ネットワーク
（400Gbps）

SINET-
SIM管理

• 遠隔地、広範囲エリア、移動体、海上等を広くカバー
• セキュアな通信環境を実現
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④国際接続環境の強化（現時点での想定）
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ESnetCalREN

CANARIE

Internet2 MAN
LAN

GÉANT

NORDUnet

Pacific
Wave

SURFnet

AARNet

RedCLARA

: 100Gbps国際回線（増強）

アムステルダム

ニューヨーク

グアム

シドニー

ハワイ

ルアンダ

ケープタウン サンチャゴ

サンパウロ

: 100Gbps国際回線（既存）

Nether
Light

• 米国・欧州・アジアとの接続強化に加え、他地域との連携強化のために接続拠点を拡張

• 米国回線： ロサンゼルス・ニューヨークまで100Gbps×2（2022年度）、その後必要に応じ増強

• 欧州回線： 直結の100Gbps×N（北極ルートも視野に入れ、2023年度以降増速予定）

• アジア回線：シンガポールに加え、グアムなどを100Gbpsで接続（2022年度、2025年度）

• 他地域： 南米等に対して、国際連携の進展等を考慮しながら検討（2025年度以降）

東京

ロサンゼルス+α

NKN

シンガポール

: 今後検討

フォルタレザ

REUNA
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⑤サービスの拡充 － エッジ/NFV機能

SINETとユーザ/外部NWとの境界でサービス処理を行えるようにエッジを配備し、
ネットワーク仮想化(NFV)機能を実装することで、より細やかなサービスを展開

• 地域ごとに柔軟なネットワーク機能配備が行えるため、地域コミュニティの活性化にも活用

エッジには、既存サービス機能やネットワーク制御機能も実装
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エッジプラットフォーム

ネットワーク制御機能ネットワーク仮想化(NFV)機能

#1
エッジ

カスタマイズ

ユーザ
との境界 外部NW

との境界

インターネット
VPN

NFV連携VPN

学術認証 仮想FW

L2VPN

•ローカル5Gスイッチ
•仮想ルータ
•仮想FW
• eduVPN
•高速ファイル転送
等

•学術認証
• eduroam
•通信性能測定
•導通試験
• L2ODサーバ
等

10か所程度に分散配備

ローカル5G

次期ネットワーク

5Gスイッチ

モバイル
との境界

高速ファイル
転送

次期ネットワーク 次期ネットワークエッジ
実装例

注) 上記機能は提供範囲を
含め検討中
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⑤サービスの拡充 － 接続インターフェイス

接続インタフェースは、400GbE/100GbE/40GbE/10GbE/GbE/FE を予定
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ユーザインタフェース

• 400GbEまでを提供（拡張DCも同じ）
• 利用が極めて少ない10M Ethernetは廃止

FE/GbE (T)

GbE (LX)

10GbE (LR)

40GbE (LR4)

100GbE (LR4)

ルータ等

400GbE (FR4)

ユーザ
インタフェース
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SINETの初等中等教育への開放
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文部科学省資料（2019.6.25)より
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小中高の教育支援にむけた動き

11文部科学省「令和３年度概算要求のポイント」より
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ありがとうございました
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•高性能性と高信頼性を併せ持つSINET5のアーキテクチャを踏襲予定

•サービスレイヤは、論理的に分離された6程度の面を構成
• IP dual面： IPv4/IPv6インターネット接続サービスを提供する面

• 静的VPN面： 静的にL3VPNとL2VPN/VPLS/仮想大学LAN等を設定する面

• 動的VPN面： オンデマンドにL2VPN/VPLS等を設定する面

• 連携１/2面： 小中高、地方自治体、医学界、産業界等との連携を考慮し設定しておく面（2面用意）

• 実証評価面： 先進的な技術を実験するための面

ネットワークアーキテクチャ
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耐震性と安定給電に優れたＤＣ

ルータ

論理パス
設定装置

光伝送装置

アクセス回線

光伝送レイヤ

パケット伝送レイヤ

サービスレイヤ (フルメッシュ)

予備パス

現用パス

コントローラ

プロテクション

光ファイバ

波長パス

論理パス
(現用/予備)

VLANパス

完全分離

Internet

静的VPN
動的VPN

連携1

連携2

Internet面
静的VPN面
動的VPN面
連携１面
連携２面

実証評価
実証評価面

400GbE

400GbE

400Gbps

1
0

0
G

b
E

エッジ


